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解答・解説 
 

 
 (1) 平行四辺形は対辺の長さが等しいので， 

  ＯＡ：ＤＢ＝ＣＢ：ＤＢ＝(1＋2)：1＝3：1 

   ここで，右の図 1のようにＡ，Ｂから x 軸に 

  垂線を引くと，ＯＡ，ＤＢを斜辺とする相似 

  (拡大・縮小の関係) な直角三角形ができるので， 

  (Ａの y座標)：(Ｂの y座標) 

  ＝ＯＡ：ＤＢ＝3：1 …(答) 

 

 (2) (1)より，(Ｂの y座標)＝(Ａの y座標)×
1

3
＝

3

a

t
 

   よって，y＝
a

x
 に代入して，

3

a

t
＝

a

x
，x＝3t より， 

  (Ｂの x座標)＝3t …(答 1) 

   Ａ，Ｂを通る y軸に平行な直線と，Ｏ，Ｃを通る x軸に平行な直線を引くと， 

  ＯＡ，ＣＢを斜辺とする合同な直角三角形ができるので， 

  (Ａの x座標)－(Ｏの x座標)＝(Ｂの x座標)－(Ｃの x座標)，t－0＝3t－(Ｃの x座標)， 

  (Ｃの x座標)＝2t …(答 2) 

 

 

 

 (3)① Ｂの y座標を sとおくと，(1)よりＡの y座標は 

   3sと表せる。ここで，Ｅは双曲線上の点であり， 

   その x座標はＣと同じ 2tなので，Ａと比べて 

   x座標が 2倍であるから，y座標は
1

2
倍となる。 

    よって，(Ｅの y座標)＝
3

2
s  

    また，Ｆの x座標も 2tであり，これよりＦは 

   Ａ，Ｂの中点と分かるため， 

   (Ｆの y座標)＝(3s＋s)×
1

2
＝2s 

    以上より， 

   (Ｅの y座標）：(Ｆの y座標)＝
3

2
s ：2s＝3：4 …(答) 
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  ② 右の図 3のように，Ａから x軸に垂直に 

   引いた直線とＯＥの交点をＧとする。 

    △ＯＡＥと△ＡＥＢの面積はそれぞれ， 

   △ＯＡＥ＝ＡＧ×(ＯとＥの x座標の差)×
1

2
， 

   △ＡＥＢ＝ＦＥ×(ＢとＡの x座標の差)×
1

2
 で 

   求めることができ，(ＯとＥの x座標の差) と 

   (ＢとＡの x座標の差) はともに 2tで等しいので， 

   △ＯＡＥ：△ＡＥＢ＝ＡＧ：ＦＥ となる。 

    Ｇの x座標はＡと同じ tであり，これより 

   ＧはＯ，Ｅの中点と分かるため， 

   (Ｇの y座標)＝
3

0
2

s＋
 
 
 

×
1

2
＝

3

4
s  

    以上より，△ＯＡＥ：△ＡＥＢ＝ＡＧ：ＦＥ 

＝
3

3
4

s s－
 
 
 

：
3

2
2

s s－
 
 
 

 

＝
9

4
s ：

1

2
s  

＝9：2 …(答) 
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